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1.ポ リエステル系熱可塑性エ ラス トマー(TPEE)を 対象 と して、TPEEの

ウェザ リングを明 らかにするため種々の解析手法を試みた。

2.暴 露方法:標 準屋外暴露(千 葉 県銚 子 、沖縄県宮古 島)、 促進耐候試

験(サ ンシャインウェザ ーメ汐一)、 測 定項 目=(1)表 面微細形態 の観察 、(2)ゲ ル化

率、(3)GPCに よる平均分子量 および分子量分布、(4)熱 分析 による速度

論解析 、(5)FT-lR(拡 散反射法)に よる構造解析 、(6)'H-NMRに よる構i

造解析 。

3.表 面微細形態の観 察において 、屋外暴露では射出方向に対 して垂直お

よび水平方向にき裂が見られ、促進耐候試験では射出方向の垂直方向にき

裂が見 られた。ゲル化率の測定では、試料全体に対するゲル分が増加 して

いた。試料表面を削 り、ゲル分を取 り除いたものをGPCに よ り測定 したと

ころ、平均分子量は、減少 していた。また、分子量分布は、屋外暴露では

狭まる傾向にあったが、促進耐候試験では、広がる傾向にあった。熱分解

の活性化エネルギーを求めたところ、屋外暴露では、未劣化試料と比べて

低下 しており、促進耐候試験では、増加 していた。Fr-lRで は、屋外暴露 、

促進耐候試験 ともに波数1700付 近のカルボニル基の ピークの ブロー ド化

が見 られ、面積比を調べたところ増加傾向にあった。また、波数1175の

脂肪酸エステルの(ンO伸 縮振動 と考 えられ る吸収 が新たに現れ、吸光度比

を調べたところ、暴露 とともに増加傾向にあった。NMRの 結果 か ら、屋外

暴露 、促進耐候試験ともにエーテル結合に関与 しているプロ トンの ピーク

の積分値が減少傾向にあり、4.2ppm付 近 にエ ステルに関与 して いる と考

えられるプロ トンの ピークが新たに現れ、増加傾向にあった。これ までの

結果から、屋外暴露、促進耐候試験ともに、ポ リエーテル部分で酸化劣化

が選択的に起 き、エステルを生成 していると確認された。また、屋外暴露

と促進耐候試馬剣こよる劣化の違いを明らかにすることができた。すなわち、

屋外暴露では、分子鎖の切断が起 こりやすいと推定され、促進耐候試験で

は、高分子量の可溶および不溶成分が生成 していたことか ら、架橋反応が

起こりやすいと推定された。
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